
副
支
部
長
の
司
会
で

始
ま
っ
た
「
拡
大
月
間
打

ち
上
げ
式
」
は
、
急
き
ょ

参
加
で
き
な
く
な
っ
た
支
部

長
に
代
わ
り
、

副
支
部

長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

拡
大
月
間
で
の
奮
闘
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
泣
い

て
も
笑
っ
て
も
今
日
が
最
後

で
す
。
全
分
会
達
成
で
き
る

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。書

記
長
か
ら
「
今
月

間
は
、
①
セ
オ
リ
ー
に

沿
っ
た
宣
伝
戦
の
効
果

で
、
飛
び
込
み
加
入
が
到
達

を
底
上
げ
し
た
こ
と
、
②
世

話
役
活
動
を
中
心
に
し
た
対

話
の
広
が
り
で
組
織
内
事
業

所
や
仲
間
の
紹
介
で
の
加
入

が
全
体
の
四
割
を
占
め
た
こ

と
が
特
徴
だ
っ
た
。
支

部
・
分
会
役
員
が
節
目
標
を

常
に
意
識
し
、
や
り
遂
げ
て

き
た
こ
と
が
、
最
後
ま
で
成

果
を
積
み
重
ね
る
大
き
な
力

に
な
っ
た
」
と
、
今
月
間

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
加
入
書
受
付
式

が
始
ま
り
、
進
行
を
務
め
る

組
織
部
長
は
「
こ
れ
ま

で
の
仲
間
の
奮
闘
に
感
謝
す

る
。
今
日
の
報
告
で
全
分
会

が
達
成
す
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
各
分
会
か

ら
加
入
書
を
受
け
付
け
ま
し

た
。
す
べ
て
の
分
会
か
ら
一

枚
、
二
枚
と
加
入
書
が
組
織

部
長
に
手
渡
さ
れ
、
こ
の
日

だ
け
で
八
人
の
加
入
書
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

各
分
会
か
ら
は
「
分
会
の

仲
間
が
協
力
し
て
く
れ
て
、

何
と
か
達
成
で
き
た
（
東

北
）
」
「
分
会
再
編
後
の

初
め
て
の
拡
大
月
間
。
分
会

長
が
病
気
療
養
の
中
、
達
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（
川

島
）
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
青
年
部
や
主
婦
の

会
か
ら
も
組
合
の
達
成
を
喜

び
、
協
力
に
対
す
る
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、

次
世
代
対

策
部
長
か
ら
「
月
間
で
の
達

成
を
力
に
、
組
織
実
増
の
足

掛
か
り
に
し
よ
う
」
と
の
掛

け
声
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を

行
い
終
了
し
ま
し
た
。
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三
カ
月
間
の
長
き
に

及
ぶ
「

秋
の
拡
大
月

間
」
を
、
仲
間
の
奮
闘

が
随
所
に
光
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
が
制
約
を

受
け
る
中
で
あ
り
な
が

ら
も
、
青
年
部
や
主
婦

の
会
と
も
に
、
見
事
超

過
で
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
改
め
て
す
べ

て
の
仲
間
に
感
謝
し
た

い
◆
班
会
議
が
再
開
さ

れ
て
初
の
拡
大
月
間
で

は
あ
っ
た
が
、
第
五
波

の
影
響
か
ら
再
び
緊
急

事
態
宣
言
が
出
て
、
拡

大
の
セ
オ
リ
ー
で
も
あ

る
「
組
合
員
訪
問
」
が

十
分
に
で
き
な
か
っ

た
。

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
分
会
で

節
目
標
を
離
さ
ず
、
拡

大
月
間
を
走

り
抜
け

た
。
「
目
標
は
や
り
き

る
も
の
」
と
い
う
仲
間

の
底
力
を
見
た
気
が
す

る
。
拡
大
月
間
で
発
揮

さ
れ
た
力
を
、
組
織
実

増
に
結
び
付
け
た
い
◆

拡
大
月
間
と
共
に
た
た

か
っ
て
き
た
「
衆
議
院

議
員
総
選
挙
」
で
は
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
の

力
で
政
権
交
代
を
め
ざ

し
て
奮
闘
し

て
き
た

が
、
結
果
は
残
念
な
も

の
と
な
っ

た
。

し
か

し
、
「
野
党
共
闘
」
は

ま
だ
道
半
ば
だ
。
「
共

闘
」
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
て
今
度
こ
そ
政
権
交

代
を
実
現
し
よ
う
。
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蔵

野
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蔵
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八
月
か
ら
三
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
「
二
〇
二
一
秋
の
拡
大
月
間
」
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
分
会
や
班
会
議
を
短
縮
で
行
う
、
組
合
員
訪
問
や
対
象
者
訪
問

も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
な
ど
、
組
合
の
諸
活
動
に
困
難
さ
が
あ
る
中
で
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
が
、
仲
間
の
奮
闘
や
工
夫
し
た
取
り
組
み
な
ど
で
、
す
べ
て
の
分
会

が
目
標
を
ク
リ
ア
し
、
五
十
一
人
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
て
、
「
二
〇
二
一

年
秋
の
拡
大
月
間
」
を
打
ち
上
げ
（
終
了
）
し
ま
し
た
。

八
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組
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前
回
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
（
以
下
総
選
挙
）
か
ら

四
年
ぶ
り
、
任
期
満
了
後
に

投
票
日
を
迎
え
る
と
い
う
異

例
な
状
況
の
中
で
、
総
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
率

は
55
・
93
％
と
、
戦
後
三
番

目
に
低
い
水
準
で
し
た
。

今
回
の
総
選
挙
は
「
野
党

共
闘
で
政
権
交
代
を
始
め
よ

う
」
と
、
①
共
通
政
策
、
②

政
権
協
力
、
③
選
挙
協
力
の

合
意
を
、
日
本
共
産
党
を
含

む
野
党
四
党
（
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
社
会

民
主
党
、
れ
い
わ
新
選

組
）
で
結
び
、
た
た
か
わ

れ
ま
し
た
。
政
権
選
択
が
問

わ
れ
る
総
選
挙
で
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

結
果
は
、
自
民
・
公
明
両

党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

む
こ
と
が
で
き
ず
、
政
権
交

代
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
「
野
党
共
闘
」
は
一

定
の
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。

野
党
が
一
本
化
を
は
か
っ
た

二
百
十
四
の
小
選
挙
区
の
う

ち
、
六
十
二
も
の
選
挙
区
で

大
激
戦
を
競
り
勝
ち
、
何
人

も
の
閣
僚
経
験
者
や
重
鎮
、

有
力
候
補
を
落
選
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
内
で
も
、
十
五
あ

る
小
選
挙
区
の
う
ち
、
前
回

の
選
挙
で
野
党
候
補
が
勝
利

し
た
の
は
五
区
と
六
区
だ
け

で
し
た
が
、
今
回
は
十
二
区

（
熊
谷
市
・
行
田
市
な

ど
）
で
も
野
党
候
補
が
勝
利

し
ま
し
た
。

日
本
の
政
治
を
変
え
る
道

は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
夏
に

行
わ
れ
る
参
院
選
で
は
、
市

民
と
野
党
の
共
闘
を
今
度
こ

そ
成
功
さ
せ
、
政
治
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変
え

る
大
き
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う
ね
り
を
つ
く
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上
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い
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ま
し
ょ
う
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二
百
十
四
の
小
選
挙
区
の
う

ち
、
六
十
二
も
の
選
挙
区
で

大
激
戦
を
競
り
勝
ち
、
何
人

も
の
閣
僚
経
験
者
や
重
鎮
、

有
力
候
補
を
落
選
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
内
で
も
、
十
五
あ

る
小
選
挙
区
の
う
ち
、
前
回

の
選
挙
で
野
党
候
補
が
勝
利

し
た
の
は
五
区
と
六
区
だ
け

で
し
た
が
、
今
回
は
十
二
区

（
熊
谷
市
・
行
田
市
な

ど
）
で
も
野
党
候
補
が
勝
利

し
ま
し
た
。

日
本
の
政
治
を
変
え
る
道

は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
夏
に

行
わ
れ
る
参
院
選
で
は
、
市

民
と
野
党
の
共
闘
を
今
度
こ

そ
成
功
さ
せ
、
政
治
を
変
え

る
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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合は指定口座へ

振込みです。
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総合共済 10月給付

※敬称略

総合共済 10月給付

※敬称略

９
月
号
に
続
い
て
「
組
合
で
が
ん

ば
る
仲
間
＝
自
慢
の
仲
間
」
を
、
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

２
回
目
の
今
回
は
、
唐
子
分
会
の

さ
ん
（
副
分
会
長
）
を
紹

介
し
ま
す
。

さ
ん
は
、
一
九
四
六
年
（
昭

和
二
一
年
）
生
ま
れ
の
七
十
五
歳
。

十
六
歳
で
大
工
に
な
っ
て
、
現
在
に

至
り
ま
す
。
現
在
は
、
唐
子
分
会
で

副
分
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

組
合
に
入
っ
た
時
期
は
不
明
で
す

が
、
組
合
員
拡
大
で
表
彰
を
受
け
た

こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
表
彰
状
に
は

「
昭
和
四
九
年
四
月
二
一
日

支
部

長

斎
藤
弥
三
郎
」
と
記
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
支
部
事
務
所
は
、
ア
パ
ー

ト
の
一
室
に
あ
っ
て
、
六
畳
ほ
ど
の

広
さ
っ
だ
と
い
い
ま
す
。

さ
ん

は
、
長
い
組
合
活
動
の
中
で
、
支
部

や
分
会
の
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
き

て
お
り
、
現
在
の
東
松
山
支
部
の
顔

を
つ
く
っ
て
き
た
一
員
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
自
分
は
、
高
齢
と
な
り
い
ず
れ

組
合
を
離
れ
る
時
期
が
来
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
仲
間
の
た
め
、
次
世
代

の
た
め
と
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、

そ
の
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
寂
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
、

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
組
合
の
将
来

を
心
配
し
て
く
れ
る
人
柄
を
感
じ
ま

し
た
。
（
聞
き
手
：

）
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比例 小選挙区

自　民 ２７６ ７２ １８９ ２６１

公　明 ２９ ２３ ９ ３２

立　民 １１０ ３９ ５７ ９６

共　産 １２ ９ １ １０

社　民 １ １ １

れいわ １ ３ ３

国　民 ８ ５ ６ １１

維　新 １０ ２５ １６ ４１

ＮＨＫ １ ０

無所属・他 １３ １０ １０

合計 ４６５ １８６ ２７９ ４６５

改選前 合計
新議席

【衆院選党派別当選者数】
10
月
19
日
公
示
、
同
31
日
投
票
で
衆
議
院
総
選
挙

が
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
、
自
民
党
は
公
示
前
議
席

か
ら
減
ら
し
た
も
の
の
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、
自

公
両
党
合
わ
せ
て
引
き
続
き
過
半
数
を
維
持
し
ま
し

た
。
一
方
、
市
民
連
合
と
共
通
政
策
を
合
意
し
て
た

た
か
っ
た
野
党
四
党
は
議
席
を
伸
ば
せ
ず
、
政
権
交

代
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
19
日
公
示
、
同
31
日
投
票
で
衆
議
院
総
選
挙

が
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
、
自
民
党
は
公
示
前
議
席

か
ら
減
ら
し
た
も
の
の
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、
自

公
両
党
合
わ
せ
て
引
き
続
き
過
半
数
を
維
持
し
ま
し

た
。
一
方
、
市
民
連
合
と
共
通
政
策
を
合
意
し
て
た

た
か
っ
た
野
党
四
党
は
議
席
を
伸
ば
せ
ず
、
政
権
交

代
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【開催日時】2021年12月22・23日（水・木）

１日目：座学講習

２日目：座学講習・修了考査

【講習会場】埼玉土建国保『げんき館』３階

【受講資格】埼玉土建の組合員で、石綿作業主任者技能

講習終了者

【必要書類】申込書、石綿作業主任者技能講習の修了証

写し、受講承諾書、証明写真１枚

【受 講 料】４９，５００円 【定員】３０人

※「資格取得祝金制度」スペシャル対象

【申請締切】12月10日（金）※申込みは支部事務所まで
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